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何
事
も
シ
ェ
ア
１
０
０
％
に
な
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
20

世
紀
初
頭
に
馬
車
か
ら
内
燃
機
関
の
自

動
車
へ
と
置
き
換
わ
っ
た
。
い
ま
内
燃

機
関
は
Ｅ
Ｖ
な
ど
電
動
車
に
代
わ
る
か

ど
う
か
の
岐
路
に
あ
る
が
、
す
っ
か
り

な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
た
馬
車
も
観
光

や
儀
式
用
で
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。
電
動
車

だ
っ
て
20
世
紀
初
頭
に
内
燃
機
関
と
の
競
争
に

い
っ
た
ん
敗
れ
、
カ
ー
ト
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
業
務
用
車
両
に
主
戦
場
を
移
し
て
生
き
残

り
、
こ
こ
に
来
て
ま
た
復
活
し
て
い
る
。
い
ま

内
燃
機
関
は
不
利
な
状
況
だ
が
、
電
動
車
だ
っ

て
万
能
な
訳
で
は
な
い
。
内
燃
機
関
が
な
く
な

る
こ
と
は
な
い
▼
似
た
よ
う
な
例
に
フ
ィ
ル
ム

カ
メ
ラ
が
あ
る
。
２
０
０
０
年
代
に
デ
ジ
カ
メ

が
急
速
に
普
及
し
、
さ
ら
に
携
帯
電
話
に
カ
メ

ラ
が
付
き
、
ス
マ
ホ
に
な
っ
て
カ
メ
ラ
性
能
が

急
激
に
向
上
し
た
こ
と
で
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ

は
市
場
か
ら
淘
汰
さ
れ
た
…
…
と
思
っ
た
ら
、

世
界
中
で
若
者
を
中
心
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ

ラ
が
人
気
を
博
し
て
お
り
、
先
日
富
士
フ
イ
ル

ム
が
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
用
フ
ィ
ル
ム
の
生

産
能
力
を
上
げ
る
た
め
に
神
奈
川
県
の
工
場
で

生
産
設
備
の
増
強
を
実
施
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
カ

メ
ラ
の
シ
ェ
ア
は
全
カ
メ
ラ
の
な
か
で
数
パ
ー

セ
ン
ト
、
下
手
す
る
と
１
・
０
%
以
下
か
も
し

れ
な
い
が
生
き
残
っ
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な

い
▼
ど
ん
な
優
れ
た
技
術
や
製
品
も
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
誰
に
で
も
最
適
な
訳
で
は
な
く
、

そ
こ
は
必
ず
状
況
に
応
じ
た
使
い
分
け
が
な
さ

れ
る
。
特
に
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
世
の
中
に

な
り
、
要
望
が
細
分
化
し
て
い
く
に
し
た
が

い
、
寡
占
・
独
占
は
難
し
く
な
っ
て
い
く
。
ひ

と
つ
に
依
存
し
な
い
リ
ス
ク
分
散
は
昔
か
ら
当

た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
世

に
あ
ふ
れ
る
情
報
の
多
く
は
そ
う
し
た
状
況
を

無
視
し
、
ゼ
ロ
か
イ
チ
、
勝
ち
か
負
け
の
よ
う

に
構
図
を
単
純
化
し
て
い
る
。
二
元
論
は
論
理

が
分
か
り
や
す
く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
強
い
。

そ
の
た
め
情
報
を
受
け
取
る
側
が
そ
の
背
景
を

き
ち
ん
と
見
極
め
な
い
と
多
く
の
誤
解
と
衝
突

が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
疲
弊
し
て
無
駄
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
。
最
近
は
「
あ
れ
は

ダ
メ
だ
」「
こ
れ
は
な
く
な
る
」
「
時
代
遅
れ

だ
」
と
い
う
論
調
が
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
う

し
た
強
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

自
社
の
製
品
が
求
め
ら
れ
る
市
場
を
探
し
当

て
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
こ
そ
重
要

だ
。

多様性の時代　ちりも積もれば山となる　小さなシェアを積み重ねろ

　
10
月
17
日
か
ら
４
日
間
、
「
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
シ
ー
テ
ッ
ク
）
」
が
開
催
さ

れ
た
。
同
展
は
１
９
５
８
年
開
催
の

「
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
パ
ー

ツ
シ
ョ
ー
」

が
前
身
。
そ

の
後
、
「
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
パ
ー
ツ
シ
ョ
ー
」
を

経
て
、
64
年
に
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

シ
ョ
ー
（
エ
レ
シ
ョ
ー
）
」
に
名
称
を

変
更
し
、
国
内
最
大
、
世
界
で
も
指
折

り
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
総
合
展
示

会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
。
２
０
０

０
年
に
は
い
く
つ
か
の
展
示
会
と
統
合

し
「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

と
な
り
、
19
年
か
ら
現
在
の
名
称
に
至

っ
て
い
る
。

　
日
本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
業
界
の

変
遷
と
と
も
に
名
称
を
変
え
て
き
た
と

も
言
え
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
か
ら
家

電
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
携
帯
電
話
、
情

報
通
信
、
カ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な

ど
と
融
合
し
な
が
ら
開
催
し
て
き
た
。

　
２
０
２
３
年
の
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
、

大
き
く
二
つ
の
変
化
が
あ
っ
た
。
ひ
と

つ
は
大
手
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
の
い
く

つ
か
が
出
展
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
電

子
部
品
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
の
新
製
品
、
新
技
術
の
披
露

が
、
新
規
顧
客
の
開
拓
と
従
来
か
ら
の

顧
客
へ
の
自
社
の
取
り
組
み
の
現
状
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
を
避
け
た
背
景
に

は
、
３
年
余
り
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
海
外
か
ら
の
来
場
者
が
ま

だ
大
き
く
見
込
め
な
い
と
い
う
判
断
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
リ
ア
ル
展
示

会
の
開
催
が
復
活
し
、
来
場
者
も
徐
々

に
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
海
外
か
ら
の
来

場
者
は
ま
だ
以
前
の
状
態
に
は
戻
っ
て

い
な
い
か
ら
だ
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
部
品
を
取
り
巻
く

環
境
と
顧
客
へ
の
訴
求
方
法
の
変
化

だ
。
一
つ
一
つ
の
部
品
の
果
た
す
役
割

は
依
然
重
要
で
あ
る
が
、
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
果
た
す
役
割

が
高
ま
っ
て
い
る
現
在
、
展
示
会
だ
け

で
は
説
明
し
、
理
解
し
て
も
ら
え
づ
ら

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
の
活
用
な

ど
、
展
示
会
以
外
の
方
法
で
訴
求
す
る

時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
変
化
は
、

学
生
や
若
い
人
を
意
識
し
た
製
品
や
技

術
よ
り
会
社
を
知
っ
て
も
ら
う
展
示

だ
。

　
製
造
業
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
業
界

の
魅
力
を
紹
介
し
な
が
ら
、
自
社
の
特

徴
や
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
狙

い
は
も
ち
ろ
ん
、
買
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
は
な
く
将
来
の
求
人
対
策
で
あ
る
。

人
手
不
足
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
中

で
、
将
来
の
研
究
開
発
や
営
業
、
生
産

な
ど
を
担
う
若
い
人
材
が
確
保
で
き
な

い
と
企
業
の
存
亡
を
危
う
く
す
る
。

　
電
気
設
備
・
工
事
な
ど
の
団
体
で
あ

る
日
本
電
設
工
業
協
会
が
主
催
で
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ

Ｒ
（
電
設
工
業
展
）
」
で
は
数
年
前
か

ら
、
会
場
に
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
業
界
の
概
要
を
紹
介
し
て
魅
力

度
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
Ｆ
Ａ
関
係
の
展
示
会
で
あ
る

「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
」
で
は
学
生
応
援
企
画

と
し
て
、
22
年
に
「
大
学
高
専
テ
ク
ニ

カ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
研
究
発
表
」
や
「
業

界
研
究
セ
ミ

ナ
ー
」
、

「
見
学
探
訪

ツ
ア
ー
・
交

流
会
」
を
開

催
し
、
将
来
の
就
職
な
ど
に
参
考
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
４
」
が
１
月
31

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
が
、
同
様
の
企
画

が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず

れ
も
展
示
会
を
通
し
て
業
界
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
、
将
来
の
人
材
確
保

を
目
指
し
て
い
る
。

　
人
手
不
足
対
策
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
や
自
動
化
の
推
進
な
ど
の
対
策

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い

て
後
日
あ
ら
た
め
て
触
れ
た
い
と
思
う

が
、
人
手
不
足
の
背
景
に
は
少
子
化
が

大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
こ
の
20
年
間

で
15
歳
〜
34
歳
の
人
口
は
１
０
０
０
万

人
以
上
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け

減
少
す
る
と
、
魅
力
あ
る
業
界
づ
く
り

を
よ
ほ
ど
進
め
て
盛
り
上
げ
て
い
か
な

い
と
、
な
か
な
か
採
用
に
は
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
は
自
然
淘
汰
さ
れ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。
円
安
基
調
で
外
国
人
労
働
者

も
な
か
な
か
日
本
に
来
て
く
れ
な
い
こ

と
に
も
な
っ
て
く
る
。

　
イ
ン
フ
レ
基
調
で
製
品
価
格
の
改
定

が
進
み
、
い
ま
の
と
こ
ろ
増
収
増
益
の

企
業
が
増
え
て
い
る
が
、
多
少
余
裕
の

あ
る
今
こ
そ
魅
力
あ
る
業
界
、
魅
力
あ

る
会
社
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
が
求
め

ら
れ
る
。
世
界
的
に
劣
る
生
産
性
を
高

め
な
が
ら
付
加
価
値
を
上
げ
て
、
人
材

確
保
に
向
け
た
待
遇
改
善
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
製
造
業
を
支
え
て
い
る
の
は
最
終
的

に
人
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。

（
も
の
づ
く
り
・
Ｊ
ｐ
株
式
会
社
　
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
　
会
長
　
藤
井

裕
雄
）

ものづくり .jp 株式会社
オートメーション新聞
会長　藤井裕雄

FA
時評

�

魅
力
あ
る
業
界
に
し
て
い
く
努
力

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
11
月
22
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
11
月
29
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

主
要
Ｆ
Ａ
上
場
メ
ー
カ
ー 

２
０
２
３
年
度
上
期
決
算

中
国
市
場
冷
え
込
み
苦
戦

調
達
・
生
産
強
化
で
体
質
は
改
善

　
Ｆ
Ａ
・
電
気
機
器
・
機
械
部
品
の
主
要
上
場
メ
ー
カ
ー
の
２
０
２
３
年
度
上
期
決
算

が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
。
部
材
不
足
と
納
期
問
題
に
よ
る
特
需
と
値
上
げ
効
果
に
よ
っ
て

大
き
く
押
し
上
げ
ら
れ
た
昨
年
か
ら
一
変
し
、
各
社
難
し
い
局
面
に
直
面
し
て
い
る
。

特
に
Ｆ
Ａ
関
連
事
業
は
、
中
国
市
場
の
停
滞
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

ＦＡ・電機機器・機械部品 主要上場メーカー2023年度上期業績

売上高 前年
同期比 営業利益 前年

同期比 純利益 前年
同期比

日立製作所 4兆9660億円 △8.4% 3254億円 0.3% 2091億円 21.2%

パナソニック 4兆1194億円 1.4% 1928億円 28.8% 2883億円 168.7%

三菱電機 2兆5384億円 8.5% 1358億円 68.7% 2647億円 48.3%

東芝
※11/22発表 ー ー ー ー ー ー

ニデック 1兆1606億円 2.6% 1157億円 20.1% 1060億円 22.4%

ミネベアミツミ 6721億円 15.7% 271億円 △33.1% 196億円 △36.3%

富士電機 4916億円 10.0% 349億円 31.0% 243億円 20.2%

キーエンス 4660億円 5.0% 2376億円 △1.6% 1790億円 △0.9%

オムロン 4006億円 △0.9% 249億円 50.4%減 60億円 78.2%減

ファナック 3986億円 △4.2% 665億円 △29.7% 639億円 △24.1％

SMC
※11/14発表 ー ー ー ー ー ー

安川電機 2889億円 9.7% 330億円 5.8% 247億円 3.5%

横河電機 2544億円 23.6% 337億円 149.0% 350億円 279.4%

THK
※3Q決算 2681億円 △6.8% 191億円 △43.9% 140億円 △29.1%

アズビル 1318億円 9.0% 129億円 58.6% 119億円 97.3%

CKD 665億円 △17.1% 60億円 △40.4% 39億円 △43.7%

日東工業 731億円 11.5% 47億円 119.8% 35億円 109.9%

山洋電気 310億円 12.1% 38億円 31.3% 34億円 4.2%

IDEC 378億円 △12.5% 40億円 △46.5% 31億円 △44.2％

オプテックスグループ
※3Q決算 410億円 1.4% 40億円 △24.1％ 34億円 △24.8%

コーセル
※1Q決算 103億円 36.4% 20億円 163.1% 16億円 168.2%

NKKスイッチズ 50億円 △2.0% 3.7億円 △35.7% 2.8億円 △56.1%

不二電機工業 18億円 △3.5% 2億円 5.1% 2.1億円 50.1%

　
上
場
メ
ー
カ
ー
21
社
の
う

ち
、
23
年
度
上
期
業
績
で
増

収
増
益
は
９
社
、
増
収
だ
が

減
益
が
４
社
、
減
収
だ
が
増

益
が
２
社
、
減
収
減
益
が
６

社
。
過
去
最
高
の
売
り
上
げ

・
利
益
が
多
く
出
て
い
た
昨

年
に
比
べ
て
厳
し
さ
が
目
立

つ
。
増
収
や
増
益
を
果
た
し

た
企
業
で
も
、
Ｆ
Ａ
関
連
事

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
上
期
決
算
を
発
表

し
、
売
上
高
は
前
年
同
期
比

９
・
０
%
増
の
１
３
１
８
億

８
５
０
０
万
円
、
営
業
利
益

は
58
・
６
%
増
の
１
２
９
億

８
０
０
０
万
円
、
純
利
益
は

97
・
３
%
増
の
１
１
９
億
３

７
０
０
万
円
の
増
収
増
益
と

な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
Ａ

Ａ
（
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
）事
業
は
、受
注
高

は
11
・
１
%
減
の
５
２
１
億

１
０
０
万
円
、
売
上
高
は
12

・
３
%
増
の
５
１
８
億
４
８

０
０
万
円
、
セ
グ
メ
ン
ト
利

益
は
56
・
８
%
増
の
84
億
８

７
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
Ｐ

Ａ
市
場
は
保
守
と
改
造
需
要

を
中
心
に
堅
調
に
推
移
し
、

Ｆ
Ａ
市
場
は
製
造
装
置
市
場

の
市
況
の
低
迷
と
先
行
発
注

の
反
動
で
需
要
が
低
迷
。
半

導
体
製
造
装
置
の
需
要
冷
え

込
み
で
受
注
高
は
減
少
し
た

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
上
期
決
算
を
発
表

し
、
売
上
高
は
前
年
同
期
比

12
・
５
%
減
の
３
７
８
億

円
、
営
業
利
益
は
46
・
５
%

減
の
40
億
４
６
０
０
万
円
、

純
利
益
は
44
・
２
%
減
の
31

億
７
４
０
０
万
円
の
減
収
減

益
と
な
っ
た
。

　
製
品
種
類
別
で
は
、
操
作

用
ス
イ
ッ
チ
や
プ
ロ
グ
ラ
マ

ブ
ル
表
示
器
、
表
示
灯
な
ど

の
Ｈ
Ｍ
Ｉ
事
業
の
売
上
高
は

５
・
１
%
減
の
１
７
４
億
３

４
０
０
万
円
。
納
期
改
善
で

プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
表
示
器
が

拡
大
し
た
が
、
主
力
の
ス
イ

ッ
チ
が
日
本
と
米
州
、
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｃ
で
流
通
在
庫
の
調
整
と

半
導
体
関
連
・
工
作
機
械
等

の
需
要
が
減
少
し
た
。
電
源

や
端
子
台
、
リ
レ
ー
な
ど
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ツ
事
業
の
売
上
高
は
27

・
７
%
減
の
61
億
６
５
０
０

万
円
。
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
特
に
中

国
市
場
の
景
気
減
速
に
よ
っ

て
制
御
用
リ
レ
ー
が
減
少
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
な
ど
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
＆
セ
ン
シ
ン
グ
事
業

は
、
２
・
３
%
増
の
53
億
７

７
０
０
万
円
。
電
子
部
品
の

納
期
改
善
に
よ
っ
て
米
州
向

け
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
が
堅
調
に
推
移
し

た
。
安
全
・
防
爆
事
業
は
、

23
・
４
%
減
の
19
億
７
０
０

万
円
。
半
導
体
や
工
作
機
械

向
け
の
需
要
が
減
少
し
、
安

全
機
器
の
売
り
上
げ
が
減
少

し
た
。

　
仕
向
け
地
別
で
は
、
国
内

の
売
上
高
は
15
・
０
%
減
の

29
億
４
５
０
０
万
円
、
営
業

利
益
は
52
・
７
%
減
の
17
億

７
８
０
０
万
円
。
半
導
体
関

連
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
足
踏

み
感
と
流
通
在
庫
調
整
が
影

響
し
た
。
米
州
は
売
上
高
５

・
２
%
減
の
73
億
７
２
０
０

万
円
、
営
業
利
益
は
29
・
４

%
減
の
９
億
４
４
０
０
万

円
。
欧
州
と
中
東
、
ア
フ
リ

カ
（
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ａ
）
は
売
上
高

10
・
９
%
増
の
76
億
６
１
０

０
万
円
、
営
業
利
益
は
37
・

６
%
減
の
３
億
２
０
０
０
万

円
。
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
は
売
上
高
31
・
４
減
の
60

億
８
３
０
０
万
円
、
営
業
利

益
は
50
・
５
%
減
の
10
億
１

８
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
通
期
予
想
を
下
方
修
正

し
、
売
上
高
７
５
０
億
円
、

営
業
利
益
86
億
５
０
０
０
万

円
、
純
利
益
63
億
５
０
０
０

万
円
と
し
た
。

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ 

減
収
減
益

流
通
在
庫
の
調
整
影
響

ア
ズ
ビ
ル 

増
収
増
益

Ｂ
Ａ
・
Ｌ
Ａ
が
好
調

上
高
は
７
・
７
%
増
の
５
６

０
億
４
３
０
０
万
円
、
セ
グ

メ
ン
ト
利
益
は
52
・
４
%
増

の
37
億
４
３
０
０
万
円
。
Ｌ

Ａ
（
ラ
イ
フ
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
）事
業
は
、受
注
高
は
８

・
４
%
減
の
２
４
８
億
２
５

０
０
万
円
、
売
上
高
は
５
・

４
%
増
の
２
５
０
億
１
４
０

０
万
円
、
セ
グ
メ
ン
ト
利
益

は
１
４
６
・
２
%
増
の
７
億

６
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
通
期
予
想
に
つ
い
て
、
Ｂ

Ａ
事
業
と
Ｌ
Ａ
事
業
の
増
加

を
背
景
に
上
方
修
正
し
、
売

上
高
２
８
４
０
億
円
、
営
業

利
益
３
３
７
億
円
、
純
利
益

２
７
０
億
円
と
し
た
。

業
は
軒
並
み
前
年
並
み
か
ダ

ウ
ン
し
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ

や
車
載
な
ど
他
の
事
業
部
門

が
補
っ
た
と
こ
ろ
も
多
い
。

　
一
方
で
、
厳
し
い
状
況
の

な
か
で
も
納
期
問
題
へ
の
対

策
と
し
て
各
社
は
生
産
体
制

を
強
化
し
、
部
材
供
給
の
回

復
と
共
に
生
産
量
を
増
や
し

て
受
注
残
を
順
調
に
消
化

中
。
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
に
伴
っ
て
値
上
げ
も

実
施
済
み
で
、
足
元
の
体
質

は
改
善
し
て
い
る
。

　
市
況
は
、
中
国
市
場
の
低

迷
が
全
体
に
響
い
て
お
り
、

回
復
時
期
に
注
目
が
集
ま

る
。
そ
の
な
か
で
も
グ
ロ
ー

バ
ル
で
製
造
業
の
自
動
化
へ

が
、
調
達
・
生
産
の
強
化
で

受
注
残
消
化
が
進
ん
で
売
上

高
が
拡
大
し
、
価
格
転
嫁
効

果
等
で
利
益
も
増
加
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
Ｂ
Ａ
（
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
）
事
業
は
、
都
市
開
発
や

工
場
向
け
空
調
需
要
の
高
さ

な
ど
市
場
環
境
が
堅
調
で
、

受
注
高
は
３
・
８
%
増
の
８

３
２
億
５
２
０
０
万
円
、
売

の
設
備
投
資
へ
の
意
欲
は
衰

え
て
お
ら
ず
、
中
長
期
的
に

は
継
続
的
な
成
長
が
期
待
で

き
る
が
、
直
近
で
は
抑
え

め
。
自
動
車
の
電
動
車
向
け

生
産
設
備
や
蓄
電
池
・
バ
ッ

テ
リ
は
一
部
で
延
期
等
も
出

て
い
る
が
比
較
的
堅
調
に
推

移
し
、
半
導
体
と
そ
の
製
造

装
置
関
連
は
厳
し
め
だ
が
、

２
０
２
３
年
の
停
滞
は
折
り

込
み
済
み
で
、
２
０
２
４
年

か
ら
は
再
び
上
向
く
予
想
と

な
っ
て
い
る
。

　
回
復
時
期
は
、
す
で
に
戻

り
は
じ
め
た
と
い
う
声
も
あ

れ
ば
、
２
０
２
４
年
度
以
降

ま
で
こ
の
状
況
は
続
く
と
い

う
見
方
も
あ
っ
て
不
透
明
。

23
年
度
通
期
見
通
し
で
も
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
市
況
が
悪

化
す
る
と
見
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
、
本
格
回
復
は
24
年
度
以

降
に
ず
れ
込
む
と
す
る
オ
ム

ロ
ン
と
Ｃ
Ｋ
Ｄ
、
在
庫
調
整

の
影
響
が
出
る
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
、

ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
な
ど
は
厳

し
い
見
方
で
下
方
修
正
す
る

一
方
、
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
１
Q

で
下
方
修
正
し
た
も
の
を
２

Q
で
再
修
正
し
て
上
方
修

正
、
横
河
電
機
と
ア
ズ
ビ
ル

は
調
達
と
生
産
体
制
の
改
善

・
強
化
で
受
注
残
の
消
化
が

進
む
こ
と
か
ら
上
方
修
正
を

行
っ
た
。

2024
年
３
月
期
上
期
決
算
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
、
仮
想
空
間
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
を
実
現
す
る
「
３
Ｄ
　
Ｃ

ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
１
弾
と
し
て
、
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
を
利
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ケ

ー
ジ
「
Ａ
Ｒ
２
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
（
エ
ー
ア
ー
ル
・
ツ
ー
・
シ
ス
テ
ム
）
」
を
発
売
し
た
＝
写
真
。

デ
ジ
タ
ル
製
造
実
現
へ

Ａ
Ｒ
マ
ー

カ
ー
活
用

高
精
度
な
制
御
可
能

　
３
Ｄ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ 

シ
リ
ー
ズ
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
開
発
の
エ
ム
テ
ッ
ク

と
共
同
開
発
を
行
っ
た
も
の

で
、
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
の
モ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
連
携
操
作
さ
せ
る

プ
ロ
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

「
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｓ

ｉ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
」
を
使

っ
て
、
設
計
か
ら
動
作
ま
で

の
各
種
機
能
を
持
っ
た
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。

　
第
１
弾
と
な
る
同
パ
ッ
ケ

ー
ジ
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載

サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス 

「
ロ
ボ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

運
転
監
視
ア
プ
リ

水
道
事
業
向
け
登
場

アズビル

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
診
断

搬
送
シ
ス
テ
ム

稼
働
分
析
ツ
ー
ル

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

35
㎜
タ
イ
プ
追
加

バ
ッ
テ
リ

レ

ス

ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
ト
セ
ン
サ
搭
載

し
た
Ｒ
Ｇ
Ｂ
―
Ｄ
カ
メ
ラ
が

Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
を
読
み
取

り
、
自
動
座
標
定
位
を
行
う

こ
と
で
高
精
度
に
ロ
ボ
ッ
ト

の
相
対
的
位
置
補
正
が
で
き

る
。
精
度
は
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー

を
中
心
と
す
る
５
０
０
㍉
㍍

角
以
内
領
域
で
、
Ｘ
Ｙ
Ｚ
座

標
誤
差
は
１
㍉
㍍
以
内
。

　
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
に
動
作
条

件
（
レ
シ
ピ
）
を
埋
め
込
む

こ
と
で
ロ
ボ
ッ
ト
に
判
断
選

択
を
さ
せ
て
動
作
を
指
示
で

き
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
ジ
ョ
ブ
か

ら
撮
像
ト
リ
ガ
ー
を
Ｏ
Ｎ
に

で
き
る
。
用
途
は
、
半
導
体

製
造
装
置
、
ロ
ボ
ッ
ト
マ
ウ

ン
タ
ー
、
工
作
機
械
、
車

載
、
設
備
等
の
業
界
を
想
定

し
て
い
る
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
工
場
や
屋

内
施
設
の
資
材
の
運
搬
作
業

を
自
動
化
す
る
モ
バ
イ
ル
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｌ
Ｄ
／
Ｍ
Ｄ
／
Ｈ

Ｄ
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、

最
大
積
載
重
量
６
５
０
㌔
㌘

タ
イ
プ
の
「
Ｍ
Ｄ
―
６
５

０
」
を
発
売
し
た
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
難
読
Ｄ
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ド

ま
で
調
整
レ
ス
で
読
み
取
れ

る
ハ
ン
デ
ィ
Ｄ
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ド

オ
ム
ロ
ン

調
整
不
要
で
読
み
取
り

ハ
ン
デ
ィ

Ｄ
Ｐ
Ｍ

コ
ー
ド
リ
ー
ダ

最
大
積
載
量
６５０
㎏

自
動

搬
送

モ
バ
イ
ル
ロ
ボ
ッ
ト

リ
ー
ダ
「
Ｖ
４
６
０
―
Ｈ
」

を
発
売
し
た
。

　
コ
ー
ド
の
濃
淡
や
サ
イ

ズ
、
パ
ー
ツ
形
状
、
表
面
状

態
、
読
み
取
り
距
離
が
変
わ

る
と
設
定
を
変
え
な
い
と
安

定
的
に
読
み
取
る
の
は
難
し

く
な
る
が
、
同
製
品
は
オ
ー

ト
フ
ォ
ー
カ
ス
で
サ
イ
ズ
や

種
類
、
読
み
取
り
距
離
に
応

じ
て
焦
点
距
離
や
照
明
等
を

自
動
調
整
し
て
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｍ

や
ラ
ベ
ル
上
の
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
た
め
、
コ
ー
ド
の
サ

イ
ズ
や
表
面
材
質
、
種
類
が

違
っ
て
も
複
数
の
コ
ー
ド
リ

ー
ダ
を
用
意
す
る
必
要
が
な

く
、
調
整
不
要
で
1
台
で
読

MD―650

V460―H

Ｆ
ｌ
ａ
ｖ
ｏ
Ｔ
ｏ
ｎ
ｅ

E2EW―EV

　
Ｉ
Ｍ
Ｖ
は
、
大
阪
テ
ス
ト

ラ
ボ
で
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

「
ｉ
Ｍ
Ｖ
　
ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
」

を
提
供
開
始
し
た
＝
写
真
。

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
バ
ッ
テ
リ
レ
ス
ア
ブ
ソ

リ
ュ
ー
ト
セ
ン
サ
搭
載
の
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
ー
「
α
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
　
Ａ
Ｚ
シ
リ
ー
ズ
直
交
軸

Ｆ
Ｃ
ギ
ヤ
ー
ド
タ
イ
プ
」
に

つ
い
て
、
取
り
付
け
角
寸
法

35
㍉
㍍
タ
イ
プ
を
発
売
し
た

＝
写
真
。

　
小
型
・
省
ス
ペ
ー
ス
で
モ

ー
タ
の
張
り
出
し
を
低
減

し
、
装
置
の
省
ス
ペ
ー
ス
化

が
で
き
、
幅
広
い
ト
ル
ク
帯

に
対
応
し
、
３
種
類
の
ギ
ヤ

　
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
・
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
産
業
用
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

「
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
Ｔ
ａ
ｌ

ｋ
」
に
つ
い
て
、
産
業
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
状
況
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
「
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
　
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

　
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
・
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
搬
送
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
ａ
ｇ
ｎ
ｅ
Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ

　
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」
に
つ
い
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
か
ら

装
置
の
診
断
と
、
分
析
を
行

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
水
道
情
報

活
用
シ
ス
テ
ム
標
準
仕
様
に

準
拠
し
た
、
運
転
監
視
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
水
道
標
準

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
対
応
Ｈ

ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ
―
Ｄ
Ｅ

Ｏ
」
を
発
売
し
た
。

　
良
質
な
水
道
水
を
安
定
的

に
供
給
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
水
道
事
業
は
、
施

設
老
朽
化
や
人
手
不
足
等
に

対
し
て
Ｃ
Ｐ
Ｓ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等

を
活
用
し
た
自
動
検
針
や
漏

水
の
早
期
発
見
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
解
析
に
よ
る
排
水
最
適

化
や
故
障
予
知
診
断
が
必
要

と
さ
れ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
シ
ス
テ
ム

銅
や
亜
鉛

含
有
な
し

近
接
セ
ン
サ

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
銅
、
亜
鉛

を
含
有
し
な
い
２
次
電
池
製

造
工
程
向
け
近
接
セ
ン
サ

「
Ｅ
２
Ｅ
Ｗ
―
Ｅ
Ｖ
」
を
発

売
し
た
。

　
２
次
電
池
製
造
工
程
で

は
、
銅
や
亜
鉛
の
微
小
な
金

使
用
は
基
本
的
に
は
忌
避
さ

れ
て
い
る
。
使
用
す
る
場
合

も
機
器
の
選
定
と
金
属
含
有

率
調
査
の
た
め
時
間
が
か
か

っ
て
し
ま
う
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

銅
と
亜
鉛
を
筐
体
に
含
ま
な

い
Ｓ
Ｕ
Ｓ
筐
体
で
、
付
属
品

の
締
め
付
け
ナ
ッ
ト
や
座
金

に
も
Ｓ
Ｕ
Ｓ
を
使
用
し
、
２

次
電
池
製
造
工
程
で
安
心
し

て
利
用
可
能
。
鉄
も
ア
ル
ミ

も
同
等
検
出
距
離
で
、
鉄
・

ア
ル
ミ
混
流
ラ
イ
ン
で
も
共

通
設
計
が
可
能
。
強
靭
な
フ

ル
メ
タ
ル
ボ
デ
ィ
を
採
用

し
、
長
距
離
検
出
で
検
出
ミ

ス
に
よ
る
突
発
停
止
を
低
減

し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｏ
＋
Ｎ
Ｃ
の
２
出
力
タ

イ
プ
や
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

対
応
機
種
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。

み
取
り
可
能
。
平
ら
な
金
属

部
品
上
の
コ
ー
ド
も
極
小
コ

ー
ド
も
、
光
沢
ラ
ベ
ル
上
の

コ
ー
ド
、
奥
深
く
の
底
に
あ

る
コ
ー
ド
な
ど
も
ト
リ
ガ
を

引
く
だ
け
で
読
み
取
り
可

能
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー
ド

を
使
う
と
、
Ｄ
Ｐ
Ｍ
や
ラ
ベ

ル
上
の
コ
ー
ド
を
所
定
の
位

置
に
近
づ
け
る
と
自
動
的
に

読
み
取
り
を
開
始
し
て
ハ
ン

ズ
フ
リ
ー
操
作
も
可
能
。

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
０
６
８
―
２
越

え
の
落
下
試
験
を
ク
リ
ア

し
、
保
護
構
造
Ｉ
Ｐ
６
５
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
６
７
５
０
―
５
準

拠
の
耐
油
性
・
耐
薬
品
製
の

堅
牢
ボ
デ
ィ
で
、
産
業
用
途

で
長
期
間
使
用
で
き
、
現
場

で
の
粗
雑
な
取
り
扱
い
に
も

耐
え
ら
れ
る
。

　
同
製
品
は
、
６
５
０
㌔
㌘

の
中
重
量
域
の
搬
送
に
適
し

た
モ
バ
イ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
。
日

本
、
欧
州
、
米
国
、
ア
ジ
ア

各
国
の
パ
レ
ッ
ト
サ
イ
ズ
に

対
応
し
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

ド
ロ
ッ
プ
オ
フ
の
ス
タ
ン
ド

を
用
い
た
パ
レ
ッ
ト
搬
送
に

最
適
な
可
搬
重
量
と
な
り
、

工
場
内
の
部
品
や
製
品
搬
送

の
活
用
に
適
し
て
い
る
。

　
３
６
０
度
の
安
全
を
確
保

す
る
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
、

速
度
や
回
転
に
応
じ
て
70
を

超
え
る
安
全
ゾ
ー
ン
や
パ
タ

ー
ン
を
切
り
替
え
て
運
転

し
、
安
全
性
能
の
改
善
、
速

度
の
向
上
、
不
要
な
減
速
や

停
止
を
減
ら
し
て
効
率
的
な

運
転
が
可
能
。

　
立
ち
上
げ
ま
で
の
設
定
に

つ
い
て
も
、
内
蔵
セ
ン
サ
で

工
場
内
の
基
本
地
図
を
作
成

し
、
そ
の
後
は
周
囲
環
境
を

検
出
し
な
が
ら
稼
働
す
る
の

で
簡
単
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
稼

働
を
開
始
で
き
る
。
工
程
が

変
更
さ
れ
る
と
各
Ａ
Ｍ
Ｒ
の

シ
ス
テ
ム
を
自
動
更
新
し
、

新
た
な
経
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
成
・
修
正
し
、
各
ロ

ボ
ッ
ト
に
新
し
い
作
業
を
割

り
振
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
複
数
台
の
運
行
は
フ
リ
ー

ト
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ｆ
ｌ
ｅ
ｅ
ｔ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ

ｇ
ｅ
ｒ
」
で
管
理
で
き
、
最

大
１
０
０
台
の
モ
バ
イ
ル
ロ

ボ
ッ
ト
を
制
御
可
能
。
１
つ

の
シ
ス
テ
ム
で
軽
量
域
の
Ｌ

Ｄ
―
60
／
90
、
Ｌ
Ｄ
―
２
５

０
か
ら
中
重
量
域
の
Ｍ
Ｄ
―

６
５
０
、
Ｈ
Ｄ
―
１
５
０
０

ま
で
全
て
の
シ
リ
ー
ズ
機
種

を
統
合
管
理
で
き
る
。

は
、
１
９
９
６
年
の
販
売
開

始
以
来
、
国
内
外
で
３
０
０

０
シ
ス
テ
ム
以
上
の
導
入
実

績
が
あ
る
分
散
型
制
御
シ
ス

テ
ム
（
Ｄ
Ｃ
Ｓ
）
で
、
こ
の

た
び
ク
ラ
ウ
ド
環
境
で
水
道

標
準
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

準
拠
し
た
か
た
ち
で
提
供
を

開
始
。
工
場
や
プ
ラ
ン
ト
で

培
っ
た
監
視
制
御
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
水
道
事
業
者
向
け
に
提

供
す
る
。

え
る
「
Ｍ
ａ
ｇ
ｎ
ｅ
Ｍ
ｏ
ｖ

ｅ
ｒ
　
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
　
Ｏ
ｐ
ｅ

ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
　
Ｒ
ｕ
ｎ
ｔ
ｉ

ｍ
ｅ
ツ
ー
ル
」を
発
売
し
た
。

　
同
ソ
フ
ト
は
、
生
産
工
程

を
移
動
す
る
キ
ャ
リ
ア
を
追

跡
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー

タ
を
収
集
し
て
詳
細
な
診
断

と
分
析
を
行
い
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
サ
ー
バ
の
関
係
を
利

用
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

ソ
フ
ト
「
Ｅ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ

３
Ｄ
」
か
ら
の
デ
ー
タ
を
さ

ま
ざ
ま
な
デ
バ
イ
ス
に
提

供
。

　
Ｅ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
３
Ｄ
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
モ
デ
ル
を
表
示

し
た
り
、
簡
易
ビ
ュ
ー
を
使

用
し
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
レ

イ
ア
ウ
ト
全
体
を
タ
ッ
チ
、

ズ
ー
ム
、
パ
ン
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
」
を
発

売
し
た
。

　
同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

プ
ラ
ン
ト
、
プ
ロ
セ
ス
領

域
、
ラ
イ
ン
、
機
械
レ
ベ
ル

で
の
基
礎
と
な
る
プ
ロ
セ
ス

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
モ

デ
ル
に
基
づ
い
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
生
産
情
報
を
提
供
す

る
Ｉ
Ｔ
／
Ｏ
Ｔ
統
合
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
監
視
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
。
自
社
の
施
設
が
ど
こ

で
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
か
を

把
握
し
て
、
省
エ
ネ
の
取
り

組
み
に
必
要
な
範
囲
を
確
立

し
、
主
要
な
指
標
を
定
義

し
、
状
況
に
応
じ
た
分
析
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
最
適

化
す
る
。

を
生
か
し
、
高
強
度
で
許
容

ラ
ジ
ア
ル
荷
重
が
大
き
く
、

ベ
ル
ト
・
プ
ー
リ
ー
機
構
で

は
ベ
ル
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
に
対

す
る
安
全
率
を
高
く
と
れ
る

た
め
、
テ
ン
シ
ョ
ン
調
整
が

し
や
す
く
な
る
。
定
価
は
５

万
７
５
０
０
円
。

　
三
洋
化
成
工
業
は
、
複
雑

で
多
様
な
に
お
い
を
可
視
化

で
き
る
に
お
い
セ
ン
サ
「
Ｆ

ｌ
ａ
ｖ
ｏ
Ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
（
フ
ラ

ボ
ト
ー
ン
）」を
発
売
し
た
。

　
人
の
五
感
の
な
か
で
も
っ

と
も
セ
ン
サ
の
開
発
が
遅
れ

て
い
る
の
が
「
に
お
い
・
嗅

覚
」
と
さ
れ
、
特
に
複
雑
な

に
お
い
の
識
別
で
き
る
も
の

は
少
な
く
、
社
会
実
装
が
進

ん
で
い
な
い
。

ケ
ー
ジ
ず
れ
防
止

機
構
付
き
を
追
加

Ｔ
Ｈ
Ｋ

　
Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
、
ク
ロ
ス
ロ
ー

ラ
ー
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
、
ケ

ー
ジ
ず
れ
防
止
機
構
付
き
標

準
タ
イ
プ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
拡
充
し
、
セ
ン
タ
ー
レ
ー

ル
タ
イ
プ
を
標
準
品
と
し
て

追
加
し
た
。

　
ク
ロ
ス
ロ
ー
ラ
ー
ガ
イ
ド

は
精
密
ロ
ー
ラ
ー
を
直
交
さ

せ
て
保
持
し
た
ケ
ー
ジ
を
専

用
レ
ー
ル
と
組
み
合
わ
せ
た

構
造
で
、
有
限
ス
ト
ロ
ー
ク

の
動
き
の
軽
い
直
動
ガ
イ

ド
。
今
回
新
た
に
取
り
付
け

の
簡
略
化
や
装
置
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
が
で
き
る
セ
ン
タ
ー

レ
ー
ル
タ
イ
プ
を
追
加
し

た
。

　
新
製
品
は
、
独
自
設
計
の

ラ
ッ
ク
＆
ピ
ニ
オ
ン
機
構

で
、
装
置
の
駆
動
に
よ
る
振

動
や
慣
性
力
、
衝
撃
な
ど
で

発
生
す
る
ケ
ー
ジ
ず
れ
を
防

止
。
セ
ン
タ
ー
レ
ー
ル
は
標

準
タ
イ
プ
の
内
側
２
本
の
レ

ー
ル
が
一
体
化
し
た
形
状
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

取
り
付
け
が
簡
略
化
で
き
、

幅
寸
法
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
テ

ー
ブ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
が
構
成
可

能
。
既
存
の
Ｖ
Ｒ
形
と
同
一

取
り
付
け
寸
法
な
の
で
容
易

に
置
き
換
え
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

減
速
比
を
用
意
。

　
ギ
ヤ
ー
ド
タ
イ
プ
の
特
長

同
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
テ
ス
ト

ラ
ボ
の
利
用
客
は
試
験
の
稼

働
状
況
や
試
験
品
の
状
況
を

ク
ラ
ウ
ド
上
で
確
認
で
き
、

現
場
に
い
な
く
て
も
試
験
の

実
施
状
況
を
監
視
可
能
。

　
ク
ラ
ウ
ド
上
に
自
動
で
保

存
さ
れ
た
試
験
結
果
や
、
試

験
定
義
フ
ァ
イ
ル
は
、
ク
ラ

ウ
ド
上
か
ら
任
意
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。

　
す
で
に
ｉ
Ｍ
Ｖ
　
ｃ
ｌ
ｏ

ｕ
ｄ
を
導
入
済
み
の
企
業

は
、
テ
ス
ト
ラ
ボ
で
実
施
し

た
試
験
結
果
も
ク
ラ
ウ
ド
環

境
で
ま
と
め
て
管
理
で
き
、

振
動
に
関
す
る
教
育
コ
ン
テ

ン
ツ
や
、
評
価
試
験
の
デ
ー

タ
を
利
用
で
き
る
。
無
料
ト

ラ
イ
ア
ル
期
間
も
準
備
し
て

い
る
。

属
粉
が
電
解
液
に
紛
れ
込
む

と
セ
パ
レ
ー
タ
の
破
壊
や
短

絡
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が

あ
り
、
安
全
性
や
信
頼
性
の

担
保
の
た
め
製
造
工
程
で
銅

や
亜
鉛
を
含
有
し
た
機
器
の

ＩＭＶ

試験状況 クラウドで
新サービススタート

複
雑
な
も
の
も
可
視
化

三
洋
化
成
工
業

に
お
い
セ
ン
サ

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
最
適
化

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ア
プ
リ

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

特
定
の
に
お
い
だ
け
で
な
く

複
雑
な
に
お
い
の
可
視
化
が

で
き
、
に
お
い
に
よ
る
品
質

管
理
、
特
性
比
較
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
な
ど
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
に
利
用
可
能
。

　
人
間
の
鼻
は
、
に
お
い
分

子
が
嗅
覚
受
容
体
に
吸
着
す

る
と
嗅
覚
細
胞
か
ら
電
気
的

な
信
号
が
発
せ
ら
れ
、
そ
の

信
号
が
脳
に
伝
達
さ
れ
る
こ

と
で
に
お
い
を
識
別
す
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
同
製
品

も
同
様
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
、

嗅
覚
受
容
体
に
相
当
す
る
に

お
い
応
答
材
料
、
電
気
特
性

の
変
化
で
に
お
い
を
検
知
す

る
プ
ロ
ー
ブ
、
信
号
パ
タ
ー

ン
か
ら
に
お
い
を
識
別
す
る

解
析
ア
プ
リ
を
使
っ
て
再
現

し
て
に
お
い
を
可
視
化
す

る
。
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

ィ
ー
の
よ
う
な
複
雑
な
測
定

メ
ソ
ッ
ド
や
前
準
備
も
不
要

で
、
測
定
時
間
も
比
較
的
短

く
で
き
る
。

　
食
品
や
医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、
香
粧
品
、
安
全
・
防

災
、
工
場
、
環
境
な
ど
多
様

な
分
野
で
、
効
率
・
利
便
性

・
精
度
向
上
、
異
常
検
知
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
促
進
な
ど
で
の

利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

開発イメージ

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A



（3）　　　２０２３年（令和５年）１１月１５日

■�フエニックス・コンタクト、屋外⽤制御ボック
スソリューションの特設サイト公開

　フエニックス・コンタク
トは、屋外の自律型アプリ
ケーションに最適な大容量
の プ ラ ス チ ッ ク ケ ー ス
「OCSシリーズ」につい
て、箱の選定や加工、内部
機器の選定や組み付け等を
サポートする「制御ボック
スソリューション」を紹介
する特節サイトを公開した。
　OCSシリーズは、耐候性、耐衝撃性、防水性に優
れ、さまざまな外部ストレスから電子機器を恒久的に
保護する制御ボックス。
　－40～＋80℃の雰囲気温度下で使え、屋外の過酷
な環境での設置に適応している。ソリューションとし
て、同シリーズを用いた顧客のアプリケーションに最
適な製品構成の提案、本体ケースへの加工、⾊替えや
印字サービス、内部機器組み付け、配線作業によるモ
ジュール化など要望に合わせたソリューションを提供
している。

■�安川電機、技術論文「擦り動作の位置と力の制
御軸間非干渉化⽤の等価質量行列を⽤いた力セ
ンサレスハイブリッド制御」公開

　安川電機は、技術論文「擦り動作の位置と力の制御
軸間非干渉化用の等価質量行列を用いた力センサレス
ハイブリッド制御」をWebで公開した。
　接触を伴う作業の中でも，擦り動作はロボットのエ
ンドエフェクタが物体と接触しながら動く動作であ
り，力の制御が不可欠である。論文では、非接触動作
時と接触動作時の差を力制御軸の速度の差として捉
え，両状況における等価質量行列の影響を解析し，力
制御軸の速度に応じて適したノミナル等価質量行列を
切り替える力センサレスハイブリッド制御手法につい
て解説している。

■�アズビル、フォレストエナジーに資本参加。再
生可能エネルギー領域でソリューション拡大

　アズビルは、再生可能エネルギーによる持続可能な
社会の推進に向けてフォレストエナジーに出資し資本
参加する。
　フォレストエナジーは、地産地消型の木質バイオマ
ス発電所の企画・開発から運用までを手掛ける地域循
環型の木質エネルギー会社。小型バイオマスCHP
（熱電併給）の輸入販売・設置・保守も行い、市町村
の分散型エネルギープランの策定や実施を通じて環境
問題と地域課題の解決を両立した地域レジリエンスの
向上に取り組んでいる。
　アズビルは、森林資源にアクセスできる地域の自治
体や建物、工場等への再生可能エネルギー（電気・
熱）供給等のサービス強化を図り、環境価値型ESP
事業においてオンサイトでの再エネ提供のソリューシ
ョンを拡大する。

■�横河電機、ノルウェーの水素燃料電池メーカー
TECO�2030と水素燃料電池の産業⽤途の活
⽤で資本業務提携

　横河電機は、ノルウェーの水素燃料電池の開発・製
造メーカーのTECO 2030と水素燃料電池を利用する
技術開発と産業用途の展開で資本業務提携を行った。
　水素燃料電池の運用を最適化する技術の開発と、船
舶分野とその他産業分野での分散電源としての事業機
会探索を協力していく。

35年ぶりにフルモデルチェンジ
新たな電磁開閉器のプラットフォームへ

富士電機機器制御　電磁接触器・電磁開閉器「SC―NEXT」
　電磁接触器・電磁開閉器の分野で国内トップシェアを誇る富士電機機器制御は、「新SC
シリーズ」（1988年発売）、「NEO　SCシリーズ」（1999年発売）を中心にラインアップ
しており、これらのシリーズは累計で1億5000万台以上も生産されたベストセラー製品とな
っています。このほど35年ぶりに設計を全面的に見直し、「SC－NEXT」としてフルモデル
チェンジしました。開発背景や変化点ついて、富士電機機器制御　開発統括部　開閉制御開
発部　開閉機器開発課　課長の大久保幸治氏（写真右）と、事業統括部　業務部　開閉機器
グループ　グループマネージャーの佐藤雄介氏（写真左）に話を聞きました。

　―電磁開閉器を35年ぶりにフルモデ
ルチェンジしました。その背景は？
　これまで、電磁開閉器の主たる選定基
準は安定して稼働することでした。しか
し、今の制御盤はエンドユーザーからの
要求でより小形化が進んでおり、盤内機
器である電磁開閉器も小形化する必要が
ありました。
　また近年、「制御盤の付加価値を高め
たい」という市場ニーズの高まりを受
け、IoT機器が追加されるなど、制御盤
内の機器数は増加傾向にあります。これ
により以前にも増して盤内スペースに余
裕がありません。そのため当社も小形化
によりお客さまの課題解決に貢献する必
要がありました。
　その一方で、従来の新SCシリーズ・
NEO SCシリーズは長期間にわたってお
客さまに使われており、「変えないで欲
しい」という声も数多くありました。電
磁開閉器は当社の主力製品であり、本丸
とも言える事業です。そこで、従来から
変わらない使い方を取り入れつつ、最新
のトレンドを反映した製品を作らなけれ
ばならないと判断し、完成形を超えてい
くという強い思いの元、SC－NEXTの
開発に至りました。

完成度が高く、定番化　従来のシリ
ーズ5000万台以上が現役で稼働中

　―従来のシリーズはこれまでどれく
らい売れているのですか？
　富士電機は1954年から電磁接触器・電
磁開閉器の生産を始め、昨年、累計生産
台数3億5000万台を突破しました。この

うち新SCシリーズ・NEO SCシリーズ
は1億5000万台ほどを占めています。
　電磁開閉器の推奨交換時期は10年です
ので、そこから計算すると今も約5000万
台以上がお客さまの装置の中で動いてい
ます。
　―5000万台以上が現役で動いている
とはすごいですね。それだけのヒット商
品ですからフルモデルチェンジは相当難
しかったのでは。
　新SCシリーズ・NEO　SCシリーズ
は、電磁開閉器として極めて高い完成度
を誇り、お客さまにとって使いやすく、
メーカーとしても作りやすい製品でし
た。35年以上前に開発した先輩方はとて
も偉大ですね。しっかりと緻密に考え、
素晴らしい製品を作り上げられたと思い
ます。今回、それをフルモデルチェンジ
する訳ですから、非常に高いハードルを
課せられたと思っています。そのため、
SC－NEXT開発プロジェクトはこれま
で以上にじっくりと時間をかけて進めて
きました。さまざまな現場で使われる製
品だからこそ、お客さまへのヒアリング
には特に時間をかけ、2023年10月発売開
始に至りました。

小形化と環境性能を向上しつつ
前シリーズの使い勝手を踏襲

　―SC－NEXTで進化した点は？
　まず、小形化と省エネです。最大で29
％小形化し、コイルの消費電力を大幅に
低減して交流操作形で最大29％、直流操
作形で最大73％の省エネを実現しまし
た。モデルチェンジにあたっては、従来

品とできるだけ使い勝手は変えずに、ど
こを強化したらお客さまが喜んでいただ
けるかを考えて設計しました。
　次に、防塵性能の強化があります。例
えば小さなゴミや異物が筐体の隙間から
内部に侵入して導通不良が起きたという
お客さまの声が定期的に発生していまし
た。SC－NEXTでは設計を全面的に見
直し、開口部面積を70％減らしました。
加えて部品同士の嵌合方式も変えること
でトラブルの原因を未然に防ぐようにし
ました。
　また、近年は脱炭素、カーボンニュー
トラルに向けて環境配慮が重要な要素に
なっています。今まで、これらの環境対
策については社会貢献的な意味合いが強
めでしたが、今はその対応をしていない
と採用されない時代になりつつありま
す。SC－NEXTでは使用しているプラ
スチック材料の98％を再生利用可能なも
のに置き換え、将来に向けた新素材も積
極的に採用しています。
　このほか、お客さまの使用状況にあわ
せ補助接点構成も1極から4極まで使いた
い分だけ選べるようにすることで、さら
なるスリム化が図れるようにしました。

　―逆に継続したところは？
　これまでと同じように使えるようにユ
ーザーインターフェース、使い勝手や互
換性は極力踏襲しています。大きく変え
ると、組み立てや配線作業だけでなく、
調達する際の手配の方法や在庫も変わっ
てきます。関連する全てのやりとりにつ
いて、従来品の良い点は今まで通りのや
り方を踏襲し、スムーズに置き換えでき
るように心がけました。
　具体的には機器の選定・手配が容易に
行えるように形式表示を見直したり、
Webツールを活用しお客さまに情報提
供を行っています。

順次ラインアップを拡大し
置き換え本格化へ注力

　―今後に向けて、一言ずつお願いし
ます。
　現在SC－NEXTは定格電流値18Aま
で発売しています。2024年度中には65A
までのラインアップを発売する予定で
す。今回のリニューアルで新SCシリー
ズという完成された製品にメスを入れま
した。SC－NEXTがこれから長い間プ
ラットフォームになります。お客さまに
引き続き長くご使用いただけるよう、今
後も信頼性を高めていきます。
　今回18Aまでの製品を先行して発売し
ましたが、これからさらにラインアップ
が充実する予定です。従来品同様、SC
－NEXTをお客さまに受け入れていただ
けるよう活動することが、われわれの使
命だと思っています。
　また、SC－NEXTは海外でも販売す
る製品です。日本国内とは異なる環境で
制御盤を製作している場合もあります。
そこでSC－NEXTの特長である防塵性
能を生かしたPR活動もグローバルに行
っていきたいと考えています。

FA業界掲示板

https://www.fujielectric.co.jp/fcs/pdf/
new/2023/2023_OCT_A23005.pdf
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11月29日～東京ビッグサイトで開幕「iREX2023・国際ロボット展」　主要FAメーカー出展紹介
■�IDEC（ブースE3-18）
　IDECは、人と機
械が向き合う環境を
より安全にし、より
安心にするソリュー
シ ョ ン に 加 え 、

S a f e t y  W h e e l 
Drive（安全自律走
行ホイール）による自動搬送で労働力不足の解消、電
動アシストホイールによる重量物搬送の負荷を軽減す
るソリューションなどを紹介する。
■�オムロン（ブースE6-17）
　オムロンは、モノづくり革新コンセプト
「i-Automation!」に基づき、五感を使った人の器用
な動きを実装したフル自働化、状況に応じて人とロボ
ットが柔軟に協調するフレキシブルラインを通じて
「成長しつづける強いモノづくり現場」を再現したブ
ース展示を行う。ロボットと制御による「匠を超える
フル自働化ライン」、需要変動や人の流動性に適応
し、半自動化の生産ラインとなる「自在に組み替え可
能な人とロボットのフレキシブルライン」、生産現場
の制御と品質、エネルギーの見える化によるエネルギ
ー最適制御ソリューションなどを提案する。

■��金子コード
　（ブースE2-26）
　金子コードは1932年
創業の老舗ケーブルメ
ーカーで、今回は標準
化された機能別モジュ
ールを〝えらんで、つ
なげる〟だけで制御盤
ができあがる次世代制
御盤「モジュラー制御システム」を出展する。モ
ジュラー制御システムは、標準化された機能別モ
ジュールの組み合わせと繋ぎ込みだけで制御仕様
を満たすことができるシステムであり、設計工数
を劇的に削減することができる。
　このほかロボット向けの複合ケーブルや環境配
慮型バイオマスケーブル、PFAS対応ケーブルな
ども展示する。

■�セイコーエプソン・エプソン販売（ブースE3-28）
　スカラロボット世界シェアトップのセイコーエプソ
ンは、これまで培ってきた「省・小・精」の技術を生
かし、「その難作業の自動化諦めていませんか？エプ
ソンが解決します」をテーマに、これまで困難だった
人の手や人の目に頼っていた作業の自動化を実現し、
人手不足、技術継承といったさまざまな課題を解決
し、生産性の向上に向けて、「できない」を「でき

る」に変えるさま
ざまなソリューシ
ョンを提案する。
　難作業の自動化
向けには、分光ビ
ジョンシステムを
使った外観検査・
色検査ソリューシ
ョンや、食品グリ
ス対応スカラロボ
ットを使った柔ら
かい食品のピック
＆プレイスデモな
どを実施し、初め

て自動化を検討する・ロボットを導入する人向けに簡
単にティーチングができるプログラミングソフトの紹
介、装置の安定稼働を希望する人向けには導入やメン
テナンストレーニング、サービスサポートなどを紹介
する。
■�ジャノメ（ブースW3-01）
　ジャノメは、塗布やはんだ付け、ねじ締め、基板分
割、プラズマ表面処理、超音波溶着、バリ取り、外観
検査、タングレスインサート挿入など各分野のアプリ
ケーションメーカー15社と協力して、ジャノメ製ロボ
ットで自動化できる代表的な作業工程を一堂に展示す
る。
■�タイコエレクトロニクスジャパン（ブースE2-09）
　 タ イ コ エ レ ク ト ロ ニ ク ス ジ ャ パ ン / T E 
Connectivity（TE）は、「Feel more connected
（よりつなが
りを感じる）
これまでにな
かった、新し
い接続体験
を！次世代の
ものづくりを
支えるトータ
ル接続ソリュ
ーションクリエイター」をテーマに、コネクタをはじ
めとした接続技術を提案する。
　実際のコネクタを手に取って挿抜して製品の操作性
や特長を体感できるコネクタ挿抜体験コーナーをはじ
め、ロボット/AGVでの採用事例、次世代の接続技術
の開発品などを紹介する。
■�デンソーウェーブ（ブースE3-11）
　デンソーウェーブは、
使いやすさに向けたオー
プン化を追求してきてお
り、今回はオープン性を
軸に、製造工程を変革す
る最先端技術やソリュー
ションを提案する。
　生産性と安全性を追求した高速人協働ロボット
「COBOTTA PRO」は、人の動作や音声から連携を
とりながら協働作業を行う最先端のアプリケーション
などの展示をはじめ、リアルタイム制御ソフトウエア
「TwinCAT」を活用した高難度作業の自動化、言語
化の難しい人手作業の自動化や、エンジニアにかかる
負荷をAIで解決するアプリケーション、簡単導入を
サポートするパッケージシステムなど紹介する。

■ハーティング
　（ブースE1-18）
　ハーティングは、産業用
ラズパイを使い、振動セン
サや電流センサと最新のオ
ープンソース機械/深層学
習ライブラリなどの無償

A Iツールを組み合わせ
て、低コストで手軽に設備の故障診断・監視がで
きるアプリケーションを展示する。
　また、耐環境モジュラー式角型コネクタ、最新
の現場結線技術や1ペア線のみを使用した新イー
サネット伝送技術のシングルペアイーサネット用
コネクタ、新規格小型イーサネットインターフェ
ース、丸型コネクタ、堅牢かつ多彩な機能を備え
たイーサネットスイッチも紹介する。

■�ピーアンドエフ（ブースW3-25）
　ピーアンドエフ（Pepperl+Fuchs）は、特にAGV
とロジスティクス産業部門向けに、LiDARセンサや
セーフティセンサなどを展示する。
　展示製品は、LiDARセン
サR2000、R2100、R2300を
はじめ、位置検出システム

PGV/safe PGV、ビジョンス
マートカメラVOSシリー
ズ、SmartRunner2D/3Dビ
ジョンセンサ、超音波センサUSiセーフティ、CANバ
ス超音波、識別システムRFID、傾斜センサIMU、ロ
ータリーエンコーダ、誘導型セーフティセンサ、コン
ベアシステムIO-Linkマスタなどを紹介する。
■�フエスト（ブースE3-17）
　フエスト（FEST）は、駆動部分を全て空気圧で制
御する協働ロボットを日本で初めて披露するほか、シ
ーメンスと共同開発したリニアモータベースの搬送シ
ステムマルチキャリアシステムMCS、空気圧システ
ムのの稼働・非稼働を検出してエネルギーコストの削
減を図るエナジーセービングモジュールなどを紹介す
る。

■フエニックス・コンタクト
　（ブースE4-34）
　フエニックス・コンタクトは、新技術Push-X
テクノロジ搭載の新製品をはじめ、ロボット向け
各種基板用コネクタ・端子台および制御機器、制
御盤内系コネクタ、
電源、DINレール用
端子台、無線系機器
など、ロボット向け
関連製品・ソリュー
ションを展示する。
　 出 展 製 品 は 、

Push-inが進化した
Push-Xテクノロジを搭載したプリント基板用コ
ネクタXPC1.5シリーズ、DINレール用端子台
XTV端子台のほか、データ通信用接続ソリュー
ションとしてシングルペアイーサネット
（SPE）対応のIEC63171-2またはIEC63171-5準
拠の2種のコネクタやM8＆M12コネクタ＆ケーブ
ル、新製品の省スペース設計で堅牢・高信頼性の
給電やスマート診断などを備えた電子式サーキッ
トブレーカ機能付き電源「TRIO3」、1㌔㍍まで
の通信と給電を可能にするギガビットエクステン
ダ、非接触でイーサネット通信と給電ができる
「NearFi」などを紹介する。
　また11月30日16時半から「次世代コネクタ
Push-Xの紹介-ロボット向け接続ソリューショ
ン」と題したウェビナーも実施する。

■�ベッコフオートメーション（ブースE4-12）
　ベッコフオートメーションは、用途に応じて自由に
モジュールを組み替えてロボットシステムを構築でき
る「ATRO」を日本初披露するほか、ロボット技術
の社会実装を支援する各種製品とデモシステムを紹介
する。
　展示製品は、ATROモジュールをはじめ、磁気浮
遊型フレキシブル搬送システムXPlanar、省配線ロー
ラコンベア制御モジュールEP7402、高速マルチキャ
リアリニア搬送システムXTS、コンパクトサーボド
ライブEL/ELM7200シリーズ、統合制御ソフト
TwinCATなどを展示する。

■三菱電機
　（ブースE1-3）
　三菱電機は、「Flexible&Sustainable～あなた
のものづくりライフサイクルを支えるロボティク
ス～」をテーマに、最新のソリューション・製品
を出展する。リチウムイオン電池の製造工程を模
したデモ機を展示し、ロボットによる自動化でフ
レキシブルでサステナブルに対応し、マスカスタ
マイゼーションを実現するデモを行う。

■安川電機
　（ブースE5-15）
　安川電機は、「i3-Mechatronicsによるスマー
トなモノづくりの実現」テーマに、自動化にデジ
タルデータ活用を加え多様化するモノづくりの現
場の課題を解決する次世代モノづくりソリューシ
ョンと新型自律ロボット「MOTOMAN 
NEXT」シリーズなどを提案する。

　メイン展示では、品種・生産手順の異なる複数
製品の組み立てデモンストレーションを実施。変
種変量生産に対応したフレキシブルな構造と、デ
ジタルデータ活用による継続的な生産性・品質向
上を両立したソリューションを紹介する。このほ
か新型自律ロボットMOTOMAN NEXTシリー
ズや、アプリケーション展示として1㌧可搬スカ
ラ型ロボットMOTOMAN-ME1000、新型EAGL
による高品質アルミ溶接ソリューション、カーボ
ンニュートラルに貢献するスポット溶接ソリュー
ション、走行装置レス塗装用途オープナーロボッ
トMPO10L・MPO40、傾動軸付ワーク供給装置
MOTOFEEDER TILT。使いやすさが向上した
協働ロボットなどを展示する。

■�リンクス（ブースE1-05）
　リンクスは、究極の生
産効率の実現に向けたさ
まざまなデモ機を展示す
る。画像処理ライブラリ

HALCONは、カワダロ
ボティクス社製ロボットを活用した3Dグリッピング
とディープラーニング分類デモを行い、AMRの
iRAYPLE AMRソリューションでは倉庫作業の自動
化に役立つフリーロケーションのデモを実施する。産
業用ラズパイのTRITONは、コストパフォーマンス
に優れた高性能のハードウエアとチューニング済みの

OSに、高機能なソフトウエアPLC「CODESYS」を
パッケージしたオールインワンPLCを紹介する。



（5）　　　２０２３年（令和５年）１１月１５日
　
製
造
業
に
お
け
る
技
術
者
を
抱

え
る
企
業
に
と
っ
て
、
あ
る
程
度

の
売
り
上
げ
見
込
み
の
立
つ
量
産

と
い
う
仕
事
は
大
変
重
要
で
す
。

研
究
開
発
と
異
な
り
、
必
要
な
設

備
投
資
を
行
っ
た
後
は
、
投
資
回

収
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
に
う
つ
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
日
本
に
お
け
る
製
造
業
の
企
業

は
、
も
と
も
と
こ
の
よ
う
な
量
産

が
得
意
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
安

定
し
て
、
高
品
質
の
も
の
を
作
り

上
げ
る
と
い
う
の
は
、
世
界
で
後

れ
を
取
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て

も
、
世
界
的
に
み
れ
ば
日
本
は
高

水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
実
際
、
日
本
は
製
造
業

に
お
け
る
前
述
の
よ
う
な
文
化
を

背
景
に
、
大
き
く
発
展
し
て
き
た

と
い
う
成
功
体
験
を
抱
え
て
い
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

日
本
企
業
が

注
目
す
る
の
は

コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

　
成
功
体
験
の
た
め
か
、
日
本
企

量
産
に
向
け
た
技
術
者
の
心
構
え

業
で
は
コ
ス
ト
削
減
や
無
駄
を
な

く
す
効
率
化
に
重
心
を
置
く
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
当
然
原
価
計
算
を

き
ち
ん
と
し
な
く
て
は
利
益
が
出

ま
せ
ん
。

　
同
じ
も
の
を
創
る
の
で
あ
れ

ば
、
無
駄
を
最
小
化
し
、
ま
た
、

製
造
部
門
に
お
け
る
人
的
リ
ス
ク

を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
し
な
が
ら

も
、
で
き
る
だ
け
短
時
間
で
多
く

の
も
の
を
作
る
必
要
性
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
手
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
書
籍
や
知
見
が
世
の
中
に

あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
技
術
者
と
し
て
も
こ

れ
ら
の
検
討
に
時
間
を
か
け
る
の

は
、
会
社
と
し
て
も
正
義
と
な
る

た
め
、
理
解
が
得
ら
れ
や
す
い
だ

け
で
な
く
、
予
算
も
つ
き
や
す
い

と
い
う
背
景
も
あ
る
と
感
じ
ま

す
。

　
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
考
え
る
べ

き
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
効
率
化

が
量
産
に
関
わ
る
技
術
者
に
と
っ

て
の
本
質
な
の
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

技
術
者
が
理
解
す
べ
き

最
も
大
切
な
心
構
え
は

市
場
か
ら
の
信
頼
の
蓄
積

　
量
産
に
関
わ
る
技
術
者
に
と
っ

て
考
え
る
べ
き
本
質
は
何
か
。
一

言
で
い
え
ば
、
「
市
場
か
ら
の
信

頼
を
蓄
積
す
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
成
果
で
利
幅

の
大
き
な
製
品
を
、
で
き
る
だ
け

短
時
間
で
多
く
作
る
と
い
う
高
効

率
化
を
実
現
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
製
品
が
市
場
に
出
た
後
に
問
題

を
引
き
起
こ
す
、
と
い
う
こ
と
が

起
こ
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
高
効
率
化
も

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
社
の
利
益

に
関
す
る
内
容
で
す
。
民
間
企
業

は
自
ら
の
利
益
を
生
み
出
さ
な
い

と
存
続
で
き
な
い
た
め
、
利
益
を

重
視
す
る
と
い
う
の
は
間
違
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
万
が
一
市
場
問
題
を

起
こ
す
と
「
市
場
（
顧
客
）
か
ら

市場の信頼を蓄積する

製造業・世界と戦う担い手づくり

エキスパート 待望待望▶83

の
信
頼
」
と
い
う
お
金
で
は
か
え

ら
れ
な
い
最
も
重
要
な
も
の
を
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ

る
程
度
の
歴
史
の
あ
る
巨
大
企
業

で
あ
れ
ば
、
仮
に
市
場
問
題
を
起

こ
し
て
も
、
企
業
が
な
く
な
る
こ

と
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い

た
め
、
ま
だ
再
挑
戦
の
権
利
を
得

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
中
小
企
業
で
あ
れ
ば
存
在
も

ろ
と
も
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。

　
そ
の
く
ら
い
信
頼
と
い
う
の
は

得
難
く
、
失
い
や
す
い
も
の
な
の

で
す
。
た
だ
大
企
業
と
言
え
ど
も

安
泰
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
も

残
念
な
が
ら
検
査
不
正
等
が
出
る

な
ど
、
市
場
問
題
以
前
の
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
数
年
前
も
欠
陥
リ
コ
ー
ル
の
影

響
で
東
証
１
部
に
い
た
企
業
が
消

滅
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
こ
の
手

の
要
求
は
シ
ビ
ア
に
な
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
ま
す
。
市
場
か
ら
の

信
頼
を
得
ら
れ
な
い
企
業
は
、
言

っ
て
し
ま
え
ば
存
在
価
値
を
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。市

場
問
題
を
起
こ
さ
な
い

万
一
、
起
こ
っ
た
場
合
は

い
ち
早
く
解
決
に
導
く

　
で
は
、
信
頼
の
蓄
積
に
向
け
技

術
者
は
何
を
準
備
す
れ
ば
い
い

か
。
第
一
は
、
信
頼
の
失
墜
に
つ

な
が
る
市
場
問
題
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
で
す
。
製
品
の
設
計
段
階
で

問
題
が
起
こ
っ
た
際
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
何
重
か
に
張
っ
て

お
く
と
い
う
の
が
一
案
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
あ
る
意
味
「
当
た
り

前
」
の
こ
と
で
す
。
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
で
技
術
者
が
や
る
べ
き
こ

と
は
、
「
量
産
工
程
で
の
デ
ー
タ

を
蓄
積
し
続
け
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
市
場
で
は
研
究
開
発
で
は

想
定
で
き
な
い
よ
う
な
問
題
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
顧
客
の
行
動
は
売
る
側

だ
け
で
は
す
べ
て
把
握
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
が
そ
の
一
因
で
す
。

ま
た
自
然
相
手
の
場
合
、
人
間
が

理
解
し
て
い
る
事
象
が
そ
も
そ
も

限
定
的
な
の
で
、
予
想
外
の
こ
と

は
多
々
起
こ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
場
問
題
は
残
念

な
が
ら
ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
市
場
か
ら
の
信
頼
を
失

わ
な
い
た
め
に
重
要
な
の
は
、

「
一
刻
も
早
く
原
因
究
明
を
進

め
、
再
発
を
防
ぐ
」
と
い
う
真
摯

な
対
応
で
す
。

　
こ
の
原
因
究
明
と
い
う
所
で
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
「
量
産
現

場
で
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
」
で
す
。

定
量
デ
ー
タ
や
画
像
デ
ー
タ
が
等

の
客
観
的
な
指
標
が
望
ま
し
い
で

す
。
人
に
よ
る
判
断
だ
と
主
観
が

入
る
た
め
で
す
。

　
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
あ
れ
ば
、
問

題
が
起
こ
っ
た
時
、
そ
し
て
そ
の

前
後
で
変
曲
点
が
捉
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
技
術
者
に
と
っ

て
デ
ー
タ
は
最
強
の
武
器
で
す
。

研
究
開
発
の
よ
う
な
業
務
だ
け
で

な
く
、
量
産
現
場
で
の
原
因
究
明

と
い
う
所
に
も
活
用
で
き
る
の
で

す
。

　
よ
っ
て
、
量
産
を
始
め
る
前
の

段
階
で
徹
底
し
た
デ
ー
タ
蓄
積
を

す
る
、
と
い
う
必
要
性
を
理
解
す

る
の
が
技
術
者
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
に
な
る
の
で
す
。
最
近
、
単

発
的
に
で
て
く
る
日
本
企
業
の
技

術
的
な
不
正
は
、
大
変
深
刻
で
あ

る
と
い
う
印
象
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
さ
せ

な
い
、
ど
こ
か
で
見
つ
け
て
そ
れ

を
改
善
す
る
に
は
自
浄
作
用
が
不

可
欠
で
す
。
技
術
者
に
対
す
る
上

記
の
よ
う
な
教
育
は
こ
れ
ら
自
浄

作
用
発
揮
に
向
け
、
大
き
な
追
い

風
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
量
産
と
い
う
と
、
コ
ス
ト
と
効

率
に
目
を
向
け
が
ち
な
昨
今
で
す

が
、
技
術
者
に
と
っ
て
の
仕
事
の

本
質
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
あ
ら

た
め
て
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉田　州一郎（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用いた製
品の技術的課題解決、該関連業界への参入
を検討、ならびに該業界での事業拡大を検
討する企業をサポートする技術コンサルテ

ィング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線で先導、指示す
るなど、評論家ではない実践力を重視。複数の海外ジャーナルに
Full paperを掲載させた高い専門性に裏付けられた技術サポー
トには定評がある。

3Dプリンタで作る製造装置向けカスタム治具＆パーツ

産業用途における3Dプリンタ活用法

FAトップインタビュー

現場での有効活用まで
至っていない3Dプリンタ

　―3Dプリンタも珍しい装置ではなくな
ってきていますが、実際の製品や現場での
活用に使っているという声はまだ大きくあ
りません。
　個人がホビー用途で3Dプリンタを使っ
てものづくりを楽しんでいる動画がたくさ
ん出ていて、3Dプリンタが広まっている
のは確かだと思います。製造業でも3Dプ
リンタを購入したという企業はたくさんあ
りますが、「購入して試しに作ってみた」
「使い方が分かった」というレベルに止ま
っている企業が多く、工作機械のように現
場の主力になっている、3Dプリンタの特
長を生かした製品を作っているなど、3D
プリンタを実際に活用できているケースは
珍しいと思います。

3Dプリンタと工作機械は
まったくの別物

　―なぜそうなっているのでしょうか？
　3Dプリンタの特長やメリットを深く理
解せず、何か新しくてすごい機械、既存の
工作機械や加工機械の次の加工機械という
感覚で3Dプリンタを捉え、導入しはじめ
たことが大きいと思います。実際、当社に
「3Dプリンタをもっと活用したいけど、
どうすればいいか？」と相談に来るお客さ
まの中にはそうした感覚で導入した方が多
くいます。
　何もない状態から積層して作り上げてい
く3Dプリンタ、アディティブマニュファ
クチャリングと、固まりから切ったり削っ
たりして成形する切削加工はまったく別の
ものであり、特長も異なります。「3Dプ
リンタでしか作れないもの、できないこと
をしたい」または「切削加工や従来の加工
方法では不可能なものが、3Dプリンタな
ら作れるかもしれない」といった感覚と理
解が大切で、3Dプリンタ活用に停滞感が
あるのは、それが醸成されないままにブー
ムが来て広まったという背景があると思い
ます。

3Dプリンタだからこそ作れる
高付加価値なワーク

　―実際に3Dプリンタだからこそ作れる
部品というのはどんなものがありますか？
　例えばこの円すい状の樹脂部品は、ある
お客さまからの依頼で当社が特別に設計し
たものですが、底面には波形パターンのメ
ッシュと穴が5つ空いている吸着パッドに
なります。全体がシームレスで一体構造に
なっていて、切削加工では制作不可能で
す。もし作ろうとしたら部品をいくつか作
った後に組み立てないといけませんが、
3Dプリンタであれば設計データを作って
機械にデータを投入して数時間待てば完成
します。特殊なものが、すぐに、1つだけ
というケースと3Dプリンタはとても親和
性が高いです。
　またこの部品もある装置の治具で、一見
すると普通の部品ですが、内部にはエアが
通る流路ができていて、エア配管一体型の
特殊部品になっています。別途、外部にエ
ア配管を取り付ける必要がなく、設計も組
み立ても効率化して装置立ち上げのスピー
ドアップになり、傷や破れによるトラブル
も減らせ、交換・保守の手間も省けるよう
になっています。これも従来の製造方法で
は作れない、3Dプリンタならではのもの
となります。

産業用途での3Dプリンタ活用に特化
実績多数

　―これらは工場の生産設備に使えるの
ですか？
　これらの部品はお客さまに納め、実際の
装置の一部品となって今も動いています。
　当社は産業用途での3Dプリンタ活用に
特化した事業でスタートし、これまで7年
以上にわたって3Dプリンタによる治具・
部品の設計・製造を行い、多くの納入実績
があります。製造装置や現場で使われる用
に設計して作っているので、工場などで安
心して使えます。
　特に治具やちょっとしたツールは、特殊
な形状だったり、数は1つだけで良かった
り、今すぐに必要だったりします。そうし

た場合、外部に依頼して作るのは手間も時
間もかかります。自らデータを作って現場
の3Dプリンタで出力して応急処置すれば
スピードも速く、効率的です。また受託製
造以外にも、これまでに蓄積したノウハウ
をもとに、3Dプリンタならではの設計の
仕方や注意点など教える、製造業向けの
3Dプリンタ活用支援も行っています。

専用の3Dプリンタで好きな時に
造形可能なサブスクサービス

　―3Dプリンタの活用支援はどのような
ことをやっていますか？
　受託製造やODMに加え、「AMM
（A.switch Membership Model）」とい
う形で、通常の製造受託とは別に、お客さ
ま専用の新品の3Dプリンタを1台用意し、
いつでもお客さまのタイミングで造形がで
きる特別なサービスも提供しています。
　費用はサブスクリプションの月額制の他
に造形費用は通常提供価格ではなく会員専
用価格で提供。設計データを用意して送っ
てもらえれば、注文後すぐにお客さま専用
の3Dプリンタで造形を開始し、部品サイ
ズ次第では最短翌日発送で完成品を届ける
ことが可能です。初期投資費用はなく、機
器のメンテナンスも当社が行い、万が一の
際は当社の装置で造形を代行します。
　お客さまは3Dプリンタ本体や材料を購
入せずに3Dプリンタでの造形を始めら
れ、もちろん当社が3Dプリンタの活用法
や設計時の注意点などのサポートも提供す
るので、お客さまは最小のコストで3Dプ
リンタを使いこなし、ワークを作ることが
できるようになります。
　また治具だけでなく、生産設備の設計も
請け負っており、3Dプリンタで作った治
具や部品と組み合わせたユニークな製造装
置を提供することもできます。
　―今後について。
　3Dプリンタでできること、作れるもの
はまだたくさんあります。しかし産業用で
使えるレベルの精度や強度のものを作るに
は、3Dプリンタならではの設計の注意点
やポイントがあります。より3Dプリンタ
を普及して実際の活用フェーズに持ってい
くには、そのあたりの理解や啓蒙が大切で
す。治具やツールの受託製造、3Dプリン
タ活用相談を通じて、今後、認知を広げて
いきます。また現状、当社で製造できるの
は樹脂パーツのみ。金属3Dプリンタも広
がってきて、産業用ではそれに対する期待
度も高いので、当社も早い段階で金属3D
プリンタにも活動の幅を広げていきたいと
思っています。

　何でも作れる夢の機械と言われて一世を風靡した3Dプリンタですが、ブー
ムを経て、今は現実的な普及・活用フェーズに入っています。しかしながら産
業用途での3Dプリンタ活用をみると、今も試作品やモック制作、PoCが多
く、十分に活用できているとは言い難い。
　茨城県つくば市にあるA.switch（アズウィッチ）は、生産工場向けに生産
設備や治具に3Dプリンタを活用したAM技法（アディティブマニュファクチャ
リング）を積極的に取り込み、特殊なパーツなどを設計して3Dプリンタで受
託製造するほか、製造業向けの3Dプリンタ活用サポートなどを展開していま
す。現場における3Dプリンタ活用について、CEOの門敬太氏とCOO＆CFOの
伴野元紀氏を聞きました。

A.switch（アズウィッチ）
https://aswitch.co.jp/
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菓⼦の供給開始を⽪切りに、将来は洋⽣菓⼦の⽣産を
追加する。⽣産品目は、第1ステップとして大福や団
⼦、おはぎなど和菓⼦を⽣産し、第2ステップとして
ケーキやシュー、プリンなど洋⽣菓⼦を⽣産する。敷
地面積は1万460平方㍍、建物面積は1134平方㍍、延
床面積は1564平方㍍。2024年4月に稼働開始を予定し
ている。

■�UCC、静岡県富士市の富士工場に水素を熱源
とする大型焙煎機導入

　UCC上島珈琲は、水素を熱源とする大型焙煎機を
レギュラーコーヒー製造の主力工場である静岡県富士
市のUCC富士工場に導入する。運転開始は25年4月を
予定。
　コーヒーの焙煎プロセスの熱源には一般的に天然ガ
スが使用されているが、同社は燃焼時に二酸化炭素を
排出しない水素を熱源とする焙煎機と水素バーナーの
開発・実装を進める。
　熱源を100%水素とした場合、水素焙煎時の燃料由
来の二酸化炭素排出ゼロとなるほか、ハイブリッドバ
ーナー（都市ガスやLPGと水素を混合して使用可
能）を使うことで多様な水素化ニーズに対応する。従
来熱源による焙煎との味覚差についても研究してい
る。
　製造能力は約6000㌧/年間。水素は山梨県よりグリ
ーン水素を調達する。総事業費は約10億円。

■�明治、埼玉県春日部市の埼玉工場の粉ミルク
生産設備に56億円投資

　明治は、埼玉県春日部市
南栄町の埼玉工場の粉ミル
ク⽣産設備について、新形
状キューブに対応する成形
機の導入などに56億円を
投資した。新形状キューブは、溶けやすさはそのまま
に袋から取り出しやすく改良し、調乳作業を時短でき
るようになっている。

■�日東工器、福島県福島市の新工場の建設投資
金額を変更　112億円から159億円に増額

　日東工器は、福島県福島市大笹⽣字宮ノ下に建設を
計画している新工場の投資金額について、建設と設備
コストの上昇により約112億円から約159億円に増額
する。
　新工場は2023年10月に着工し、敷地面積は2万8183
平方㍍。鉄骨2階建で建築面積は1万4299平方㍍、延
床面積は1万9954平方㍍。

■�日本発条、長野県駒ヶ根市の駒ヶ根工場に新
棟建設　電動車向け部品用金属部品の生産能
力を増強

　日本発条は、長野県駒ヶ根市赤穂の駒ヶ根工場隣接
地に約100億円投資し、電動車向け部品用金属部品を
⽣産する新工場を建設する。

国内

■�極東開発工業、福岡県飯塚市の福岡工場の第
2組立棟と新事務所が竣工

　極東開発工業は、福岡工場（福岡県飯塚市大字伊岐
須428）で、⽣産能力の増強を目的として設備投資を
行ってきた新工場棟（第二組立工場）と新事務所が竣
工した。
　新工場棟は、堅調
な大型リヤダンプト
ラックとダンプトレ
ーラの需要に対して
⽣産能力を現状から
約30％増強を目指
して増設を実施し、
作業エリアの拡張や福岡工場のレイアウトや動線の見
直しで作業効率を大幅に向上させた。また新工場棟と
事務所の屋根に太陽光パネルを設置し、環境に配慮し
ている。

■�シャトレーゼ、山形県寒河江市、鹿児島県鹿
屋市、岡山県浅口市に新工場　2024年内に
稼働開始

　シャトレーゼは、山形県寒河江市、鹿児島県鹿屋
市、岡山県浅口市に新工場を建設する。
　同社は店舗数の増加に伴う商品供給体制の強化に向
けて工場の増設による⽣産能力のさらなる拡大を検討
し、旗艦工場がある山梨から配送距離のある地域を対
象に3つの新工場を建設する。いずれも2024年内に稼
働開始する予定。
　山形県寒河江市の寒河江工場は、東北と北関東エリ
ア供給分の⽣産とギフト商品の完全パッケージ箱詰め
工場の役割を担う。ケーキやシュー、プリンなど洋⽣
菓⼦と焼き菓⼦を作る⽣産棟と、完全パッケージ箱詰
めをする物流棟で構成され、敷地面積は1万7166平方
㍍、建物面積は⽣産棟が2326平方㍍、物流棟が2750
平方㍍、延床面積は5077平方㍍。2024年5月に稼働開
始する予定。
　鹿児島県鹿屋市の鹿屋工場は、西日本供給分の⽣産
とギフト商品の完全パッケージ箱詰め工場の役割を担
う。2階建で2階はラスクやブッセ、サブレなど洋焼
菓⼦の製造、1階は完全パッケージ箱詰めを行う。敷

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB�URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

DX活用によるスマートファクトリー化を推進し、自
然災害に強く、省エネ・環境を含めたSDGsに配慮し
た最先端の製粉工場を目指す。小麦挽砕能力は1日あ
たり2ラインで600㌧。
　総工費は約220億円。2023年10月着工予定。2026
年2月稼働予定。

■�オーエム製作所、新潟県長岡市の工作機械製
造の長岡工場を拡張

　オーエム製作所は、工作機械の主力⽣産拠点である
長岡工場（新潟県長岡市北園町）を拡張する。
　長岡工場は、主力製品の大型立旋盤や鉄道向けの床
下車輪旋盤等専用機を⽣産している。大型立旋盤は、
脱炭素社会の実現に向けて風力発電、高効率タービン
などの発電設備を中心に需要が増加し、コロナ禍で低
迷していた航空機向け受注も回復しつつあり、今後も
市場が拡大する見込み。
　この状況に対応するため、長岡工場の既存工場建屋
（M5工場）を延長し拡張することで、⽣産能力を拡
大し、納期の大幅な短縮や⽣産性の向上を図る。
　延床面積1944平方㍍。投資金額は約13億円。2023
年11月着工予定。2024年11月竣工予定。

海外

■�キユーピー、タイのキューピータイラント工
場でマヨネーズの生産能力を2倍に増強　29
億円を投資

　キユーピーのグループ会社のタイ・キユーピータイ
ランドは、29億円を投じて工場にマヨネーズ類を製
造する新棟を建設し、⽣産能力を2倍に増強する。新
棟の稼働は2025年1月を予定。
　近年、オセアニア地域を中心にマヨネーズ類の輸出
が好調で、2022年度の売上は2019年度比で約3倍と急
成長している。今回の投資は、タイ国内と輸出需要の
拡大に向けた供給体制の強化が目的。タイを⽣産拠点
のハブとして、新規エリアの開拓や周辺エリアへさら
なる輸出の販売強化を図る。
　新棟ではグルテンフリーやプラントベースの商品に
も対応し、多様なニーズに対応。また太陽光パネルを
設置し、工場全体の再⽣可能エネルギーの割合を約
35％（2025年度予定）に引き上げる計画。
　ボイラーにはバ
イオマス燃料のヤ
シ殻を使用し、ヤ
シ殻の灰はアップ
サイクルでレンガ
に加工後、行政を
通じて周辺地域の
住宅用建材に使用
するなど、サーキ
ュラーエコノミー
の実現に向けた独
自の取り組みも進
めている。

地面積は1万3201
平方㍍、建物面積
は1万293平方㍍
と2160平方㍍、
延床面積は 1万
2453.87平方㍍。
2024年9月に稼働
開始予定。
　岡山県浅口市の
浅口工場は、関
西、中国・四国地
域への商品供給⽣
産拠点とし、FC
店118店舗への和

　自動車電動化の需要は年々増加する見通しで、金属
基板に搭載した半導体を用いた制御もこれに比例して
需要拡大が見込まれている。こうした金属基板に関す
る市場拡大に対応するため、現在の工場隣接地に約
100億円を投資して新棟を建設する。
　新棟の床面積は約1万3000平方㍍。2024年10月着工
予定。2026年5月稼働予定。

■�ピックルスコーポレーション、茨城県八千代
町に新工場

　ピックルスコーポレーションは、茨城県結城郡八千
代町に、キムチ製品の製造に特化した専用工場とし
て、茨城工場（仮称）の建設を行う。茨城県結城郡八
千代町はキムチの主原料である白菜の一大産地であ
り、原料調達において利点のある立地であることか
ら、新工場を建設する。敷地面積は1万5460.69平方
㍍、延床面積は約5286平方㍍。投資額は50億5000万
円（⽣産設備（建物、機械装置））2024年12月工場
引き渡し日。

■�日本イーライリリー、兵庫県神戸市西区の西
神工場に50億円超を投資　医薬品供給能力を
増強

　日本イーライリリーは、
医薬品供給能力の増強に向
け兵庫県神戸市の西神工場
に50億円を投資して工場を
拡張する。
　西神工場は、国内で流通する同社製の医薬品の95
％を製造する国内唯一の自社工場で、1981年に開設
された。革新的な医薬品に対する需要の増加や将来的
な供給増に備えるために西神工場の供給能力を増強
し、2025年までに70億円を投資する計画を進めてい
る。今回の拡張工事はその一環で、50億円超を投資
し、同工場施設内の製造棟を拡張する。
　拡張部分は、鉄骨造地上2階建てで延床面積は2600
平方㍍、建築面積は1670平方㍍。2025年1月より稼働
予定。

■�多木化学、兵庫県加古郡の本社工場で水処理
薬剤の超高塩基度ポリ塩化アルミニウムの設
備増強

　多木化学は、兵庫県加古郡の本社工場で環境配慮型
製品である水処理薬剤の超高塩基度ポリ塩化アルミニ
ウム「PAC700A」の設備を増強する。2024年3月の
完成予定で、⽣産能力を従来の約2倍に引き上げる計
画。

■�ニップン、愛知県知多市に新たな製粉工場建
設

　ニップンは、愛知県知多市北浜に新たな製粉工場建
設する。
　新工場は、大型穀物船が接岸できる知多埠頭に隣接
して原料小麦サイロに直結でき、原料調達コストを削
減。蓄積してきた技術と自動化技術を組み合わせ、


